
大畑眞壽美の読書日記 第２回 

まど・みちお の巻 
 

 

友人から紹介された詩人(合コンではありません)まど･みちお。 

もっと知りたくなった。彼は 1909(M42)年に生まれ、2014(H26)年に 104 歳で亡くなった。33 歳で戦

争に行った。1994 年、児童文学のノーベル賞とも言われる「国際アンデルセン賞作家賞」を日本人

として初めて受賞した。 

 

私は長生きした人を尊敬する。 

 

たくさんの童謡。これもあれも彼の作品だったのか！ 

ぞうさん、ふしぎなポケット、ドロップスのうた、やぎさんゆうびん、一ねんせいになったら･･･ 

 

まど･みちお詩集「うちゅうの目」2010年 8月第一刷 

 

「カ」 

あるひとが/ふとあるひ/手にしたほんの/とあるページをひらくと/あるぎょうの/とあるかつじをひと

つ/うえきばちにして/カよ/おまえはそこで/花になって/さいている 

 

そんなにかすかなところで/しんだじぶんを/じぶんでとむらって･･･ 

 

 

「いわずにおれなくなる」 

いわずにおれなくなる 

ことばでしかいえないからだ 

いわずにおれなくなる 

ことばではいいきれないからだ 

いわずにおれなくなる 

ひとりでは生きられないからだ 

いわずにおれなくなる 

ひとりでしか生きられないからだ 

 

見事に対象とするものをことばを捉え、生きるということをあるいは死をことばで表す。 

みんな身に覚えがある。 



そして、ことばのことをいつも考えている。さすが詩人だ。 

 

この詩集の最後の一篇 

「するめ」 

とうとう 

やじるしになって 

きいている 

 

うみは 

あちらですかと･･･ 

 

確かにするめは矢印だ。 

そしてイカはするめになって、人に食べられそうになっも故郷を懐かしんでいるのだねと納得させる。 

面白くて切ない。 

 

最近左下の歯が 1本抜けた。それで歯に目がいった。 

 

「ぬけた歯」 

ぬけた歯をてのひらにのせると/星のようだ/生きものの僕の口の中へはもう/帰れないほどとおくに

光る･･･ 

(略) 

生きものの一番初めの先祖が/そこで生まれたころの/風も虹もやまびこも/まだ赤んぼうだったころ

の/宇宙のふるさとのどこかに･･･ 

「まど･みちお詩の本」理論社 2010年 3月初版伊藤英治編より 

 

こうして読んでみるとちっぽけな存在の自分を感じ、どこか遠い所を見ている自分にも気づく。羨望

の目で。 


